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電子@連絡帳の運用の概要とその可能性を説く.
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+Summary 
Advantage of “Electronic Communication Notebook" 
with economic aspect 
Combination use of “Electronic Communication N ote-
book" and “Electronic Support Notebook" has various 
purposes. And it works well with “Telemedicine and 
Telecare". In addition “Electronic Prescription" system 
can be participate. 

山内氏

要
旨
電
子
@
連
絡
帳
と
電
子
@
支
援
手
帳
を
組

み
合
わ
せ
れ
ば
、
多
職
種
連
携
に
即
応
性
が
高
ま

る
。
ま
た
遠
隔
医
療
の
実
践
も
で
き
る
。
将
来
電

子
処
方
纂
と
の
組
み
合
わ
せ
も
可
能
で
あ
る
。

2
0
1
4
年

9
月
号
「
月
刊
新
医
療
」
に
電
子
@
連

絡
帳
シ
ス
テ
ム
(
以
下
、
電
子
連
絡
帳
)
に
よ
る
東

三
河
ほ
い
っ
ぷ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
す
る
投
稿
を
し

て
か
ら
約

3
年
が
経
過
し
た
。
電
子
連
絡
帳
と
は
、

地
域
包
括
ケ
ア
を
支
え
る
多
職
種
が
連
携
す
る
た
め

の
I
C
T
(
H
E
R
E巳
5
ロ
自
門
目
。
。
B
E
C巳
g
t
o
ロ

吋

2
Fロ
。
Z
8
1
)
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
名
古
屋
大
学
医
学
部
附
属
病

院
先
端
医
療
・
臨
床
研
究
支
援
セ
ン
タ
ー
(
以
下
、

C
A
M
C
R
)
が
開
発
し
て
お
り
、
後
述
す
る
電
子

@
支
援
手
帳
(
以
下
、
電
子
支
援
手
帳
)
と
連
携
し

て
運
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
日
年
に
蒲
郡
市
、
新

城
市
や
北
部
医
療
圏
が
最
後
に
参
加
し
て
総
人
口
が

約
九
万
人
の
東
三
河
広
域
連
合
(
豊
橋
市
、
豊
川
市
、

田
原
市
、
蒲
郡
市
、
新
城
市
、
設
楽
町
、
東
栄
町
、

豊
根
村
)
に
よ
る
東
三
河
ほ
い
っ
ぷ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
完
成
し
た
(
図

1
)
。
凶
年
度
か
ら
は
東
三
河
広

域
連
合
で
介
護
保
険
を
運
用
す
る
に
伴
い
、
介
護
認

定
審
査
会
で
使
用
す
る
資
料
配
布
や

2
次
判
定
審
査

が
こ
の
電
子
連
絡
帳
を
使
っ
た
シ
ス
テ
ム
に
な
る
。

い
つ
か
、
遠
隔
シ
ス
テ
ム
で
介
護
認
定
審
査
会
が
開

催
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

愛
知
県
全
体
で
は
日
年
に
名
古
屋
市
が
他
の
多
職

種
連
携
シ
ス
テ
ム
か
ら
電
子
連
絡
帳
へ
移
行
し
、
愛

知
県
内
で
一
部
の
市
町
村
を
除
き
約
7
0
0
万
人
を

対
象
と
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
で
き
た
(
図

2
)
。

医
師
の
登
録
が
増
え
る
電
子
連
絡
帳

豊
橋
市
の
電
子
連
絡
帳
へ
の
医
師
の
登
録
は
毎
年

勺1

日
人
ず
つ
増
え
、
患
者
登
録
数
は

1
0
0
人
ず
つ
増

え
て
い
る
。
し
か
し
、
豊
橋
よ
り

1
年
遅
れ
で
電
子

連
絡
帳
を
導
入
し
た
豊
川
市
は
、
人
口
が
豊
橋
市
の

約
半
分
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
患
者
登
録
数
は

1
1
2
0
人
と
、
豊
川
市
が

3
倍
ほ
ど
多
く
な
っ
て

い
る
。

こ
の
理
由
は
、
①
豊
川
市
は
同
一
施
設
内
に
医
師

会
の
在
宅
医
療
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、
市
の
介
護
高

齢
課
と
社
会
福
祉
協
議
会
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
が
同
居
し
て
い
る
、
②
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
登

録
数
が
豊
川
市
1
1
8
人
に
対
し
て
豊
橋
市
は
そ
の

半
分
の
貯
名
し
か
登
録
し
て
い
な
い
、
③
豊
川
市
は

叩
万
人
に
対
す
る
病
院
病
床
が
全
国
平
均

1
2
1
5

に
対
し
て

8
0
9
と
少
な
く
、
豊
橋
市
は

1
3
4
9

と
全
国
平
均
よ
り
多
い
、

④
豊
川
市
は
導
入
時
に
補

助
金
を
支
出
す
る
な
ど
行
政
の
支
援
が
で
き
て
い

る
、
な
ど
が
考
え
ら
れ
た
。

豊
橋
市
で
も
、
同
様
の
行
政
の
支
援
が
受
け
ら
れ

る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。
豊
橋
市
で
は
こ
れ
ら
を
改

善
す
べ
く
、
電
子
連
絡
帳
の
活
用
を
広
げ
介
護
認
定

審
査
会
の
資
料
の
配
布
を
始
め
る
こ
と
で
、
利
用
者

の
爆
発
的
な
増
加
を
期
待
し
て
い
る
。

一
方
で
、
豊
橋
市
医
師
会
で
は
電
子
連
絡
帳
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
共
有
機
能
を
使
い
、
肺
癌
検
診
の

D
I

C
O
M
画
像
を
医
師
会
の
検
査
セ
ン
タ
ー
の
サ

l
パ

に
集
め
て
い
る
。
そ
の
デ

1
タ
を
フ
ィ
ル
ム
大
手

メ
ー
カ
ー
の
サ

l
パ
に
送
付
し
て
、
呼
吸
器
の
専
門

医
が
こ
の
画
像
を
読
む
こ
と
で
二
重
読
影
が
可
能
と

な
っ
て
い
る
。
医
療
機
関
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
流
れ
で
、

フ
ィ
ル
ム
プ
リ
ン
タ
ー
を
処
分
し
た
医
療
機
関
が
、

こ
の
電
子
連
絡
帳
の
シ
ス
テ
ム
に
参
加
で
き
る
よ
う

に
し
た
。
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【多職種聞の情報共有】

現在、利用されている支
援機関(サービス・相談)

聞の情報伝達をスムー
ズに。

在宅医療・福祉統合ネットワーク

『東三河ほいっぷネットワーク』

図1 地域包括ケアシステムを支える基盤としての ICT

|愛知県|

【尾張中部医療圏】

レインボーネット
{北名古置布、璃覇市、量山町)

図2 電子@連絡帳の広がり
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多
職
種
連
携
シ
ス
テ
ム
に
医
師
の
参
加
が

少
な
い
理
由

今、評判のIT連携システムの実力を知る

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
多
職

種
連
携
シ
ス
テ
ム
に
医
師
の
参
加
が
少
な
い
こ
と

は
、
多
く
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
悩
み
で
も
あ
る
。
同

年
4
月
の
診
療
報
酬
の
改
定
が
あ
り
、
電
子
的
診
療

情
報
評
価
料
(
初
点
)
、
検
査
・
画
像
情
報
提
供
加

算

(
退
院
患
者
の
場
合
2
0
0
点
)
を
請
求
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
医
師
資
格
証

(
H
P

K
I
カ
1
ド
)
の
利
用
と
電
子
連
絡
帳
の
利
用
に
弾

み
が
つ
く
と
思
っ
た
が
、
豊
橋
市
で
医
師
資
格
証
を

修
得
し
た
医
師
数
は
加
数
名
で
全
体
の
約
1
割
に
留

ま
っ
て
い
る
。

同
年
7
月
と
げ
年
1
月
と
計
2
回
の
病
診
・
診
診

連
携
電
子
化
説
明
会
を
開
催
し
た
。

-
回
目
は
、
医
師
資
格
証
を
用
い
て
診
療
情
報
提

供
書
を
電
子
連
絡
帳
で
送
受
信
す
る
こ
と
で
電
子
的

診
療
情
報
評
価
料
を
請
求
す
る
方
法
に
つ
い
て
説
明

し
た
。
2
回
目
は
診
療
情
報
提
供
書
に
検
査
・
画
像

は
電
子
連
絡
帳
に
添
付
と
記
載
し
て
お
け
ば
、
医
師

資
格
証
を
用
い
な
く
て
も
電
子
的
診
療
情
報
評
価
料

を
請
求
で
き
る
こ
と
を
説
明
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

シ
ス
テ
ム
の
普
及
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
な
る
電
子
化

加
算
が
望
ま
れ
る
。

一
方
で
、
医
師
資
格
証

(
H
P
K
I
カ
l
ド
)
の

運
用
の
難
し
さ
も
分
か
っ
た
。
ご
存
知
の
と
お
り
I

C
T
の
進
歩
は
目
覚
ま
し
く
、
日
々

O
S
の
ア
ッ
プ

デ
ー
ト
や
ツ
l
ル
提
供
が
さ
れ
て
い
る
。
日
本
医
師

会
電
子
認
証
セ
ン
タ
ー
で
提
供
し
て
い
る
署
名
ツ
ー

ル
は
、
当
宮
島
od〈
ω
H
C

に
十
分
対
応
さ
れ
て
い
な
い

の
で
、
迅
速
な
対
応
が
望
ま
れ
る
。
本
格
運
用
を
行

う
た
め
に
は
し
っ
か
り
と
し
た
保
守
の
つ
い
た
製
品

〈特集 〉

盟
問
ロ
ゆ
門
口
)
]
)
司
色
町
三
C
M
N
(
U

〉
を
利
用
し
た
方
が
よ

さ
そ
う
だ
。
ど
こ
ま
で
無
料
で
よ
く
、
ど
こ
か
ら
有

料
を
使
う
べ
き
か
は
判
断
が
難
し
い
が
、
説
明
会
を

行
っ
た
後
の
医
師
の
様
子
か
ら
も
コ
ス
ト
メ
リ
ッ
ト

が
な
け
れ
ば
広
げ
る
こ
と
は
難
し
い
。

近
隣
で
は
、
名
古
屋
市
が
電
子
署
名
す
る
サ

1
パ

を
国
の
補
助
金
で
立
ち
上
げ
て
い
る
が
、
我
々
が
使

用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
期
待
し
て
い
る
電
子
署

名
で
あ
る
が
、
使
い
勝
手
の
向
上
を
期
待
す
る
。

電
子
支
援
手
帳
の
具
体
的
有
用
性

末
期
癌
患
者
や
認
知
症
患
者
に
投
与
し
た
処
方
薬

に
対
し
て
、
処
方
後
に
内
服
の
調
整
を
し
た
い
場
合

な
ど
、
家
族
か
ら
の
声
が
必
要
な
場
合
に
電
子
支
援

手
帳
が
有
用
だ
。
①
日
記
作
成
と
②
相
談
・
質
問
の

2
種
類
の
使
用
の
仕
方
が
あ
る
。
夫
が
悪
性
リ
ン
パ

腫
の
末
期
で
、
妻
が
毎
日
の
状
況
を
日
記
と
し
て
投

稿
し
て
い
る
症
例
が
あ
る
。
私
は
、
毎
日
新
着
あ
り

と
書
か
れ
た
場
合
に
患
者
の
詳
細
ボ
タ
ン
を
押
し
て

さ
っ
と
目
を
通
す
だ
け
で
あ
る
が
、
患
者
側
で
は
支

援
チ
l
ム
既
読
に
な
る
こ
と
で
、
私
が
読
ん
だ
こ
と

が
分
か
る
。

先
日
往
診
に
行
っ
た
際
に
「
先
生
が
見
て
く
れ
る

だ
け
で
、
私
一
人
が
闘
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
と
思

え
て
気
が
楽
に
な
り
ま
す
」
と
言
わ
れ
た
。
他
に
癌

患
者
に
対
す
る
麻
薬
の
処
方
を
内
服
か
ら
貼
付
剤
に

変
更
し
た
場
合
に
、
屯
用
の
麻
薬
の
追
加
が
必
要
か
、

消
炎
鎮
痛
剤
の
坐
薬
を
使
用
す
る
か
、
痛
み
の
状
況
、

食
欲
な
ど
日
々
の
状
況
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
家
族

に
指
示
を
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

先
日
脊
髄
損
傷
の
患
者
さ
ん
が
下
肢
の
帯
状
庖
疹

に
な
っ
て
薬
を
処
方
し
た
が
、
治
療
途
中
副
作
用
で

倦
怠
感
が
出
現
し
た
た
め
、
患
者
さ
ん
自
身
が
水
庖

の
状
態
の
写
真
を
添
付
し
内
服
薬
の
減
量
を
私
に
お

願
い
し
た
こ
と
も
あ
る
。
遠
隔
医
療
を
実
践
し
て
い

る
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

一
方
で
、
豊
橋
市
で

も
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
l
ム
が
、
福
祉
村
病
院

の
小
橋
修
院
長
を
中
心
に
電
子
連
絡
帳
を
使
っ
て
動

き
始
め
て
い
る
。
認
知
症
の
患
者
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

に
は
、
多
職
種
の
連
携
と
家
族
の
声
が
必
要
だ
。
電

子
支
援
手
帳
を
合
わ
せ
て
使
え
ば
、
電
子
連
絡
帳
で

の
多
職
種
連
携
は
、
よ
り
即
応
性
の
あ
る
多
職
種
連

携
と
な
る
。

こ
れ
ら
電
子
連
絡
帳
や
電
子
支
援
手
帳
は
ク
ラ
ウ

ド
サ
l
パ
(
電
子
処
方
せ
ん
の
運
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

上
は

A
S
P
サ
l
バ
と
な
っ
て
い
る
)
を
使
っ
て
お

り
、
い
ろ
い
ろ
応
用
が
可
能
で
あ
る

o
M
桁
の
処
方

せ
ん

I
D
の
つ
い
た
電
子
処
方
せ
ん
引
換
証
と

4
桁

の
処
方
せ
ん
確
認
番
号
を
患
者
が
持
っ
て
い
れ
ば
電

子
処
方
せ
ん
の
運
用
を
認
め
る
と
い
う
回
答
を
、
東

海
北
陸
厚
生
局
よ
り
口
頭
で
い
た
だ
い
て
い
る
。
た

だ
こ
の
時
桁
と

4
桁
の
番
号
を
ど
の
シ
ス
テ
ム
で
発

行
す
る
か
が
問
題
だ
。

電
子
連
絡
帳
は
電
子
支
援
手
帳
と
併
用
す
る
こ
と

で
、
本
来
の
処
方
せ
ん
の
流
れ
を
ク
ラ
ウ
ド
サ
l
パ

上
で
行
う
こ
と
で
き
る
。
電
子
署
名
し
た
処
方
せ
ん

を
患
者
の
電
子
支
援
手
帳
に
送
付
す
る
。
患
者
は
か

か
り
つ
け
薬
局
を
選
ん
で
薬
局
に
電
子
処
方
せ
ん
を

送
付
す
る
。
こ
の
後
重
複
処
方
で
き
な
い
よ
う
に
患

者
の
支
援
手
帳
か
ら
は
処
方
デ
l
タ
は
自
動
で
削
除

さ
れ
る
。
送
付
さ
れ
た
電
子
処
方
せ
ん
を
見
て
、
患

者
に
薬
局
か
ら
薬
が
処
方
さ
れ
る
。

今
後
こ
の
シ
ス
テ
ム
が
電
子
処
方
せ
ん
と
し
て
認

め
ら
れ
る
か
ど
う
か
は
、
関
係
当
局
と
の
相
談
結
果

に
も
よ
る
が
、
紙
の
処
方
せ
ん
と
運
用
を
変
え
な
い

電
子
化
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
(
図
3
)
。
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署名付き

癌芳筆

医療機関

自動
電子カルテ等 医師(主治医)

4・ι

署名付き
処方筆

& 

屋圏圃

lt 
署名付き

調剤情報 |主治医へ送信|
【セキュリティ】

HTIPS(TSL1.2 +クライアント認証)
ノ

電
子
連
絡
帳
・
電
子
支
援
手
帳
併
用

に
よ
る
遠
隔
医
療
へ
の
適
応

望む電子処方せん(紙の処方せんと変わらない運用)

遠
隔
医
療
に
参
入
し
て
い
る
会
社
は

8
社
ほ
ど
あ

る
よ
う
だ
。
遠
隔
医
療
シ
ス
テ
ム
は
比
較
的
容
易
な

シ
ス
テ
ム
で
運
用
で
き
る
と
、
専
門
家
か
ら
聞
い
た

こ
と
が
あ
る
。
参
入
会
社
が
多
い
の
も
そ
の
た
め
か

も
し
れ
な
い
。
私
も
こ
の
中
の

l
社
か
ら
説
明
を
受

け
た
。
診
療
予
約
時
間
を
決
め
て
ビ
デ
オ
会
話
を
し

て
、
決
済
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
が
主
で
、
処
方
せ

ん
は
郵
送
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
だ
診
療

費
が
安
い
の
で
、
予
約
料
で
診
療
費
を
補
う
パ
タ
ー

ン
で
あ
っ
た
。
今
後
診
療
費
の
支
払
い
は
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
以
外
に
電
子
マ
ネ

1
、
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
を

使
っ
た
支
払
い
な
ど
以
前
ほ
ど
マ
ー
ジ
ン
を
取
ら
れ

な
い
簡
単
な
支
払
方
法
が
医
院
に
も
浸
透
し
て
く
る

と
予
想
さ
れ
る
。
電
子
連
絡
帳
と
電
子
支
援
手
帳
を

併
用
す
れ
ば
、
遠
隔
医
療
以
上
の
こ
と
が
で
き
る
。

現
在
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
が
遠
隔
医
療
に
適
応
で
き

る
よ
う
に

C
A
M
C
R
の
開
発
チ
l
ム
に
要
望
を
出

し
た
。
こ
の
よ
う
な
地
域
で
求
め
ら
れ
て
い
る
要
望

に
応
え
て
も
ら
え
る
体
制
が
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

は
不
可
欠
で
あ
る
。
遠
隔
医
療
は
通
院
困
難
の
患
者
、

介
護
に
抵
抗
す
る
認
知
症
の
患
者
な
ど
有
用
で
あ

る
。
そ
の
一
方
で
営
利
目
的
だ
け
で
、
危
機
に
瀕
し

て
い
る
医
療
分
野
か
ら
こ
れ
以
上
お
金
を
吸
い
上
げ

る
こ
と
は
や
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。

地
域
に
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
た

東
三
河
ほ
い
っ
ぷ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

図3

束
三
河
ほ
い
っ
ぷ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
こ
れ
ま
で

C
T
C
(中
部
テ
レ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会

社
)
の
ク
ラ
ウ
ド
サ
l
バ
を
使
っ
て
電
子
連
絡
帳
を

運
用
し
て
き
た

o
m年
か
ら
東
三
河
ほ
い
っ
ぷ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
は
ク
ラ
ウ
ド
提
供
・
サ
ポ
ー
ト
会
社
を
従

前
の
会
社
か
ら

I
I
J
(株
式
会
社
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
)
に
変
更
す
る
こ
と
が
決
ま
っ

て
い
る
。
ク
ラ
ウ
ド
サ

l
バ
が
違
う
と
今
の
と
こ
ろ

共
通
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
を
組
む
こ
と
が
で
き
な

い
が
、
ク
ラ
ウ
ド
サ
l
パ
の
速
度
と
サ
ー
ビ
ス
品
質

の
向
上
と
全
国
の
他
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
連
携

を
行
う
た
め
で
も
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
東
三
河
ほ
い
っ
ぷ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
は
地
域
に
欠
か
せ
な
い
も
の
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

電
子
連
絡
帳
を
使
っ
た
多
職
種
連
携
は
他
の
支
援
者

に
対
す
る
返
事
、
書
き
込
み
は
診
察
の
合
い
聞
を

縫
っ
て
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ス
マ
ー
ト
ウ
ォ
ッ
チ

を
付
け
て
い
る
と
、
電
子
連
絡
帳
の
書
き
込
み
メ
ー

ル
を
随
時
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
。
診
察
中
の
電
話
は
外

来
が
止
ま
っ
て
し
ま
う
の
で
、
で
き
る
だ
け
電
子
連

絡
帳
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
。
た
だ
本

当
の
緊
急
は
今
で
も
電
話
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
情
報

の
層
別
化
が
地
域
と
つ
な
が
る
医
師
と
し
て
は
あ
り

が
た
い
。

※ 

※ 

山
内
智
之
(
や
ま
う
ち
・
と
も
ゆ
き
)
・

ω年
愛
媛
県

生
ま
れ
。
釘
年
愛
媛
大
医
卒
。
引
年
同
大
大
学
院
医
学

研
究
科
修
了
(
細
菌
学
教
室
)
。
同
年
同
大
医
学
部
麻
酔

科
入
局
、
市
立
宇
和
島
病
院
、
犯
年
愛
媛
県
立
中
央
病
院
、

例
年
東
邦
大
大
森
病
院
腎
臓
学
教
室
入
局
、
国
家
公
務

員
共
済
組
合
連
合
会
立
川
病
院
泌
尿
器
科
、
富
士
重
工

業
健
康
保
険
組
合
総
合
太
田
病
院
泌
尿
器
科
を
経
て
、

ω年
か
ら
田
代
ひ
尿
器
科
、

ω年
か
ら
院
長
。
愛
知
県

泌
尿
器
科
医
会
理
事
、
日
本
泌
尿
器
科
学
会
専
門
領
域

委
員
会
オ
フ
ィ
ス
ウ
ロ
ロ
ジ
l
部
門
副
部
会
長
。
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